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2011(H23)年度6年生総合試験問題

気胸を合併しやすいのはどれかＣ

ａ癌性胸膜炎

ｂ肺高血圧症

ｃ肺胞蛋白症

ｄ過敏性肺臓炎

ｅ肺リンパ脈管筋腫症

６女性の老化に関連した記述で正しいのはどれか。

ａ９割以上が更年期障害で悩むことになる。

ｂ閉経すると更年期障害は急激に改善する。

c萎縮性I室炎の方が骨粗握症よりも早い時期に発症する｡

ｄ更年期に過多月経となることはない。

ｅ脂質代謝異常と閉経には関連がない。

２尿酸排世を促進するのはどれか。

ａフロセミド

ｂコルヒチン

ｃサイアザイド

．プロベネシド

ｅアロプリノール

７正しい組合せはどれか。２つ選べ。

ａソマトスタチノーマ 胆石

糖尿病

低酸症

低血糖発作

低カリウム血症

心
肝
腎

ｂインスリノーマ

ｃガストリノーマ

．グルカゴノーマ

ｅＷＤＨＡ症候群
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１０特発性間質性肺炎について正しいのはどれか。

ａ湿性咳鰍が初発症状である。

ｂ聴診にてcoarsecracklesが聴取される。

ｃ動脈血ガス分析でPaCO2の増加を示す。

ｄ呼吸機能検査で残気量（RV）は上昇する。

ｅ胸部ＣＴでhoneycomblungが特徴である。

３肺高血圧の存在を疑う心エコー検査所見はどれか。２つ選べ〔

ａ右室の拡大

ｂ僧帽弁逆流

ｃ心のう液貯留

．下大静脈径の縮小

ｅ心室中隔の平坦化

８起立‘件低向拝がみられないのはどれか。

ａ頚髄空洞症

ｂ褐色細胞腫

cShy-Drager症候群

ｄ糖尿病性ニューロパチイー

ｅ原発性アミロイドニューロパチィー

詞
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４ ９特異的な染色体異常がみられないのはどれかＣ

ａ慢性骨髄性白血病

ｂ成人Ｔ細胞性白巾病

ｃ急性骨髄性白血病（FAB分類；Ｍ２）

ｄ急性骨髄件白血病（FAB分類；Ｍ３）

ｅ急性骨髄性白血病（FAB分類；Ｍ４）

いのはどれか。２つ選べｃ

拡張型心筋症

肝細胞癌

ネフローゼ症候群

ポリポーシス

ポリニューロパチー

５甲状腺髄様癌で正しいのはどれかＣ

ａ若年に好発する。

ｂ化学療法が奏功する。

ｃ甲状腺猫の１０％を占める。

dSipple症候群に含まれる。

ｅびまん性甲状腺腫を呈する。
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１３閉塞性（単純性）イレウスで、みられない所見はどれか。

ａ鼓腸

ｂ嬬動不隠

cWahl徴候

．金属性腸雑音

ｅ排ガスの停止
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

１１原発性アルドステロン症の血液検査で低値を示すのはどれか。

ａカリウム

ｂグルコース

ｃナトリウム

ｄレーン活性

ｅカテコールアミン

１６境界性パーソナリティ障害に見られるのはどれか。

ａ精疑心

ｂ見捨てられ不安

ｃ誇大的な自己像

ｄ良心の阿責の欠如

ｅ奇異な信念や魔術的思考

２つ選べ。

１２発疹チフスの病原体はどれか。

ａマィコプラズマ

ｂクラミジア

ｃスピロヘータ

．リケッチア

ｅウイルス

１７高熱をきたしやすい疾患はどれか。２つ選べ。

ａ精巣上体炎

ｂ急性j傍耽炎

ｃ急性腎孟腎炎

ｄ慢性前立腺炎

ｅ慢性糸球体腎炎
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』

１８大腸憩宰症について正しいのはどれか。

ａ加齢とともに減少する。

ｂ常染色体優性遺伝である。

ｃ日本人は左側結腸に多い。

ｄ合併症として大量出血がある。

ｅ放置すると癌化の危険性がある。

１４脳の白質が障害されるのはどれか。２つ選べ。

ａ多発性硬化症

b結節性硬化症

cParkinson病

dHuntington病

ｅ急性散在性脳脊髄炎

１９収縮性心膜炎に見られる所見はどれか。２つ選べ。

ａ速脈

ｂ心膜ノック音

cdeMusset徴候

ｄＫ１'員虞''rnaul兆候

ｅ心尖拍動の左方偏位

１５成熟嚢胞性奇形腫について、誤っているのはどれか。

ａ良性卵巣腫傷の中で約20-30％を占める。

ｂ好発年齢は約20-30歳代である。

ｃ両側性の発生は約20-30％である。

ｄＳＣＣが高値をきたすことは約20-30％である。

ｅ稀に脳炎を引き起こすことがある。

２０アミロイドアンギオパシーが高齢者に引き起こす主な脳血管障害はどれか。

ａラクナ梗塞

ｂ脳動脈解離

ｃ皮質下出血

ｄくも膜下出血

ｅ静脈洞血栓作

－２０９－４－－２０９－３－



２６直腸癌の術式で虹門を温存する術式はどれか。

ａ低位前方切除術

ｂ骨盤内臓全摘術

cHEIr十ｍ周､n手術

ｄ腹会陰式直腸切断術

ｅ仙骨会陰式直腸切断術

『
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２５全身性エリテマトーデスの臓器と病変の組合せで誤っているのはどれか。２１表のような所見で、

ａ①

ｂ②

ｃ③

ｄ④

ｅ⑤

慢性炎症による二次性貧血に認められるのはどれか。

底居の液状変性基

２３Sheehan症候群でみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ多毛

ｂ頻脈

ｃ高巾序

．無月経

ｅ低体温

屑
臓
臓
節

皮
心
腎
関
肺

卵巣擬液性嚢胞腺癌

成熟嚢胞性奇形腫

卵巣粘液'性嚢胞腺癌

卵巣卵黄褒腫傷

子宮頚癌
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非定型沈賛‘性心内膜炎

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

Wireloop病変
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壊性関節炎
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２４代謝性アシドーシスをきたす疾患はどれか。

ａ慢性下痢

b習慣性|'厘吐症

cBartter症候群

．腎血管性高血圧症

ｅ原発性アルドステロン症

M』Ｘ

胸膜炎③

ＣＥＡ

ｈＣＧ

ＳＣＣ
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２２アスピリン端息について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ男性より女性に多い。

ｂ成人端息の約１％程度の頻度といわれている。

ｃインドメタシンの湿布薬の使用は禁忌である。

ｄ薬剤服用後、通常５から６時間以降で発作を起こすことが多い。

ｅステロイド薬による発作の誘発･悪化は、コハク酸エステル型よりリン酸エステル型で多い。

２７新生児膳ヘルニアで正しいのはどれか。

ａ重症な全身奇形を伴うことが多い。

ｂ新生児期に手術を行うことが多い。

ｃ早産児に比べ、正期産児に圧倒的に多い。

ｄ蹄泣時腸管が脱出し、皮下に皿痛として触れる。

ｅ胎児期の生理的ヘルニア還納障害が主な原因である。

視野狭窄

視神経障害

２８関連の最も少ない組合せはどれか｡
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屈熱

２９産業中毒物質と'健康への影響の組合せで正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ塩化ビニル肝血管肉腫

ｂベリリウム末梢神経炎

無機水銀

ベンゼン
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３０頬骨骨折で見られない症状はどれか。２つ選べ〔

ａ鼻出血

ｂ知覚障害

ｃ開口障害

ｄ咳合不全

ｅ顔面神経麻廊

３５喉頭癌について正しいのはどれか。

ａ男性と女性の発生頻度はほぼ同じである。

ｂ声門癌は喉頭癌全体の約３０％を占める。

ｃ声門癌の予後は声門上癌より良好である。

ｄ声門癌の初発症状は喋下困難が最も多い。

ｅ声門州の予後は下咽頭癌とほぼ同等である。

３１急性化膿性膝関節炎の治療について誤っているのはどれか。

ａ局所の安静

ｂ抗菌薬の投与

ｃ病巣掻肥

.人工膝関節置換術

ｅ持続洗浄療法

３６前立腺肥大症の治療法について正しいのはどれか。

ａα遮断薬

ｂβ遮断薬

ｃＣａ措抗薬

．密封小線源療法

ｅ根治的前立腺全摘除術

３７５０歳の男性。視覚異常を主訴に来院した。「今朝、新聞を読んでいたら、突然、左側に光が走る

ように感じた。眼を動かすともやもやするものがみえていたが、左眼に多く見えるようになった」

と言う。

述べられている症状はどれか。２つ選べ。

ａ夜盲

ｂ飛蚊症

ｃ光視症

．変視症

ｅ眼精疲労

３２非電離放射線による障害はどれか。

ａ下痢

ｂ不妊

ｃ白内障

ｄ皮膚炎

ｅリンパ球減少

３３ナルコレプシーでみられるのはどれか。３つ選べ。

ａいびき

ｂＩ睡眠麻庫

ｃｐ中の眠気

ｄ情動脱力発作

ｅ入眠時の下肢のむずむず感

３８３３℃でよく増殖するのはどれか。２つ選べ。

ａＲＳウイルス

ｂライノウイルス

ｃコロナウイルス

．エンテロウイルス７０型

ｅパラインフルエンザウイルス

３４組合せで正しいのはどれか｡

ａうっ滞性皮膚

ｂ自家感作性皮

ｃ薬剤性過敏症

ｄ慢性GVHD

eSweet病一

幣状皮膚

Ｆ
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下肢動脈癌ジー

自家感作性皮膚

HHV-9再活性化

馬平苔癖

好酸球増加

ﾂー 一紙

薬剤性過敏症症候群

－２０９－７－ －２０９－８－



４０羊水過多の原因となるのはどれか。２つ選べ。

拝
凶

2011(H23)年度6年生総合試験問題

４１７歳の女児。けいれんを主訴に受診した。胎児期の心臓超音波検査にて、心房室内に多発する

横紋筋腫を指摘されていた。受診時の皮膚所見と、３歳時の頭部MRIを示す。

診断はどれか。

３９妊娠30週の妊婦で、１１自撰塗沫陽性の肺結核の治療として適切なのは‘

ａイソニアジド単独

ｂイソニアジド＋リファンピシン

ｃイソニアジド＋リファンピシン＋エタンブトール

ｄイソニアジド＋リファンピシン＋ストレプトマイシン

ｅイソニアジド＋リファンピシン＋エタンブトール＋ピラジナミド

噌擁塗沫陽性の肺結核の治療として適切なのはどれか。

－２０９－９－

ａ結節性硬化症

ｂ神経線維腫症

ｃ神経皮膚黒色症

dVonHippel-Lindau病

eSturge-Weber症候群

－２０９－１０－
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鎖虹

食道閉鎖

妊娠糖尿病

妊娠高血圧腎症

子宮内胎児発育遅延

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

皮層所見

Ｉ

頭部ＭＲＩ
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４４妊娠36週の妊婦。妊娠がわかってから胎児に障害が出ることを心配して気管支１１冊息の治療薬で

ある吸入ステロイド薬と長時間作用型吸入β刺激薬の使用を控えていた。６週間前より夜間およ

び早朝に咳鰍を自覚するようになり。その後徐々 に悪化。昨晩は咳鰍が一晩中続き、起坐位でな

ければ息苦しかった。

投与する薬剤として誤っているのはどれか。

ａ経口ステロイド薬

ｂ吸入ステロイド薬

ｃエピネフリン皮下注

ｄ短時間作用型吸入β刺激薬

ｅ長時間作用型吸入β刺激薬

４２１７歳の男子。７日前からの発熱および咽頭痛を主訴に来院した。両側口蓋偏桃は発赤、腫脹し、

両側頚部リンパ節腫大と肝牌腫とを認める。皮疹はみられない。現症：体温38.7℃･血液所見：

白血球１０‘200（リンパ球５６％、異型リンパ球18％)。

この疾患にみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ感音難聴

ｂ眼臓浮腫

ｃ急性陣炎

dKoplik斑

ｅ上咽頭の白苔

４３４９歳の女性。２年前に外傷で近医を受診した際に血圧の高値を指摘された。朝より重いものを

移動する作業をしていたところ、激しい胸痛があり、背部～腰部に痛みを伴い左足が重くだるい

感じが持続するため来院した。

身長161ｃｍ、体重500ｋｇ・血圧180/lOOmmHgo心雑音なく、呼吸音に異常はない。

血液所見：赤血球484万、Ｈｂｌ４２ｇ/dj，Ｈｔ坐％、白血球７‘300．

生化学所見：総蛋白６．６９/dﾉ、アルブミン３８９/dJ、クレアチニン１．０６ｍｇ/dﾉ、ＡＳＴ３６１Ｕ/J、

ＡＬＴ１３１Ｕ//、ＬＤＨ３５０１Ｕ〃（基準176～353)、ＣＫ３２１Ｕ/ノ（基準１０～40)。

胸部造影ＣＴの画像を示す。

上記症例の急性期の治療について適切なのは以下のうちどれか。

４５５６歳の男性。右足の癌痛を主訴に来院した。癌痛は昨夜就寝時に出現し、痛みのため歩行も

困難となった。４５歳時に尿路結石の既往がある。身長170ｃｍ、体重９１ｋｇ・体温36.4℃･血圧

152/８６mmHg･右足第１鉦の中足吐関節(metacamophalangeal関節)周囲の発赤と姪痛を認める。

白血球9700、赤血球470万、Ｈｂ１５．４９/dlI、赤沈３２ｍｍ/1時間、ＣＲＰ６．４ｍｇ/dZ、尿素窒素１８．５

ｍｇ/ｄｊ、クレアチニン０．９４ｍｇ/dﾉ、尿酸9.2ｍｇ/dノ（基準３７～7.0)。

まず最初に投与すべき薬剤はどれか。

ａプロベネシド

ｂアロプリノール

ｃセフェム系抗菌薬

．ベンズプロマロン

ｅ非ステロイド系抗炎症薬

ａ安静と降圧療法

ｂ緊急大動脈置換術

ｃ待機的大動脈置換術

．リハビリテーション

ｅ大動脈内バルーンパンピング
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発作間歓期睡眠時脳波所見

病
Ｌ

2011(H23)年度6年生総合試験問題

４７生後２週間の男児。顔面を含み四肢を強直させる動き（約５秒間）を１～３回／日の頻度で、睡

眠時、覚醒時にかかわらず繰り返した。発作間歌期睡眠時脳波所見と発作間歌期覚醒時脳波所見

４６５０歳の男性。悪寒戦探と激しい左腰背部病を主訴に来院した。左尿路結石をいわれている。体

温382℃・血圧146/９０ｍｍＨｇ・脈拍100/分､整。左腰背部に叩打痛を認める。尿所見:蛋白（士)、

潜血十、沈澄に白血球50-100/l視野。血液所見：ＷＢＣ13,800、血液生化学所見：アルブミン

３．６９/dﾉ、尿素窒素２８ｍｇ/dJ、クレアチニン１‘０ｍｇ/dﾉ、免疫学所見：ＣＲＰ１２．３ｍｇ/dJ。本例の腹

を示す。

診断はどれか。

a点頭てんかん

ｂ早期ミオクロニー脳症

ｃ覚醒時大発作てんかん

．早期乳児てんかん性脳症

ｅ良性家族性新生児けいれん

部造影ＣＴ所見を示す。

この疾患について誤っているのはどれか。

ａ造影ＣＴではringsignを呈する。

ｂ最も多い起炎菌は黄色ブドウ球菌である。

ｃ初期治療は抗菌薬およびドレナージである。

ｄMRIではGerota筋膜の肥厚が観察される。

ｅ排世性尿路造影では腎孟・腎杯の変形が認められる。

腹部造影ＣＴ所見

「

Ｆ
凶
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－２０９．１４－－２０９－１３－

発作間歌期覚醒時脳波所見
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

５０４９歳の男性。２か月前から夜間から早朝､就寝時に冷汗を伴う胸部圧迫感を自覚するようになっ

た。近医で冠動脈ＣＴ検査を受けたが有意狭窄は認められなかった。発作の持続時間は５から１０

分程度で、日中労作時に胸部症状の出現は見られない。発作時のホルダー心電図を示す。

４８４８歳の男性､無職｡２０歳台後半から習慣飲酒を認めるようになり､徐々に酒量が増加｡１０年前

から毎晩､焼酎を５～６合程度飲んでいる。朝から飲酒することも多くなり､会社も休みがちになっ

ていた。その頃より手指振戦も出現していた。堰気、倦怠感、食欲低下が悪化したため総合病院

内科を受診。肝機能障害が著明なため、即日、入院となった。入院後より、全身の振戦、発汗が

出現。本日、妻と病院の売店に行った際に、数１０秒間の強直間代性けいれんを認めた。頭部ＣＴ、

脳波を施行したが、異常所見は認めなかった。また、これまでけいれん発作の既往はないという。

２時間ほどで意識はほぼ清明になったが、手指振戦と発汗を認めていた。

治療に適切な薬物はどれか。

ａジァゼパム

ｂフェニトイン

ｃカルバマゼピン

．フェノバルビタール

ｅバルプロ酸ナトリウム

正しいのはどれか。

ａ喫煙との因果関係は少ない。

ｂ経皮的冠動脈形成術の適応である。

ｃエルゴノピン投与が治療に有効である。

ｄカルシウム捨抗剤が治療に有効である。

ｅアセチルコリン投与が治療に有効であるｃ

』

]CEIﾉＥｒ“７;3⑨｡』

-ャ､一十一１「

４９３６歳の男性。嘘下困難を主訴に受診した。３日前より咽頭痛が出現し、近医で抗菌薬を処方さ

れ内服していたが、改善しなかった。開口障害も出現した。現症：体温38.7℃･脈拍８６/分、整。

血圧136/８２ｍｍＨｇ･検査所見：血液所見：白血球10‘600（好中球８０％、好酸球２％、単球６％、

リンパ球１２％)。免疫学所見：ＣＲＰ１７．５ｍｇ/dZ。咽頭所見を示す。

JLJLJLJLJLJLJLJしJＬ"…JLJ（治療として)直切でないのはどれか。

ａ安静

ｂ補液

ｃ抗菌薬投与

ｄ利尿薬投与

ｅ咽頭切開排膿

へ=ＪＦｎ－Ｊ〆’

印１㎡:H
1~Ⅷ~、．■

凸

『
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咽頭所見

ｑ

JLJLJLJLJ(JLJLJIJLJIJLJLb'182ﾌ9-ｺ

－２０９－１５－

ホルダー心電図

－２０９．１６－

JlJJ-J-J-ヘＪ-J［盤１４:4歩。
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

５２６２歳の女性。２週間前からの目のかすみを主訴に来院した。１年前より全身倦怠感、２か月前

より階段昇降時の息切れを自覚している。２０年前に健康診断で糖尿病と診断され、１５年前より経

口血糖降下薬を内服していた。父親が糖尿病である。身長153ｃｍ、体重５２ｋｇ・脈拍88/分、整。

血圧166/９８ｍｍＨｇ・意識は清明。眼臓結膜は蒼白であるが、眼球結膜に黄染は認めない。下腿に

浮腫を認める。尿所見：蛋白３+、糖l+、ケトン体（一)、潜血反応（一)。血液所見：赤血球240

万、Ｈｂ８０／ｄＩ、Ｈt２５％、白血球7,200、血小板18万。血清生化学所見：随時血糖値１６５ｍｇ/dﾉ、

HbA1c72％（JDS値：基準4.3～5.8)、総蛋白５．５９/d/、アルブミン2.49/dﾉ、尿素窒素68ｍｇ/dJ、

クレアチニン５．７ｍｇ/dJ、ＡＳＴ３２単位、ＡＬＴ２４単位、ＡＬＰ420単位（基準260以下)、アミラー

５１６０歳の男性。労作時呼吸困難を主訴に来院した。１年前から咳噺を自覚。６か月前から階段昇

降時の呼吸困難を自覚するようになり、改善しないため受診した。11客疾はない。喫煙歴:40本／日、

４４年間。体温36.6℃･呼吸数18/分。脈拍80/分、整。血圧142/８４ｍｍＨｇ・安静時空気吸入下

SpO294％、６分間歩行後空気吸入下SpO286％･両背部下肺野でfinecracklesを聴取･血液所

見：赤血球460万、白血球7‘400（梓状核好中球３％、分葉核好中球52％、好酸球２％、リンパ球

４２％)。ＣＲＰＯ２ｍｇ/dZoKL-6880U〃（基準500以下)。

胸部エックス線写真と胸部単純ＣＴを示す。

P田
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ゼ220単位（基準37～160)。

食事療法で正しいのはどれか。
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胸部単純ＣＴ
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ａ好酸球・

ｂリンパ球

ｃ好塩基球

ｄ好中球一

ｅ肺胞マクロファージ

１％

１０％

２０％

３０％

胸部エックス線

： 』

５０％

気管支肺胞洗浄液細胞分画比率として正しいのはどれか。２つ選べ。

－２０９－１７－ －２０９－１８－
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５５４４歳の女性。上腹部痛を主訴に近医を受診したところ腹部超音波検査で胆道系の異常を指摘さ

れ来院した。ＥRCPを示す。腹部は平坦で腫癌は触知しない。

血液所見：赤血球400万、Ｈｂ１３．０９/dJ、白血球6,000、血小板22.5万。血液生化学所見：総ピリ

ルピン0‘９ｍｇ/dZ、ＡＳＴ２１１Ｕ/J、ＡＬＴ１６１Ｕ/ﾉ、アミラーゼ８０１U/ノ（基準37～160)、ＣＡ１９－９４１

Ｕ/ｍＩ（基準37以下)。ERCP時に採取した胆汁中アミラーゼ36,082単位。

５３５８歳の男性。両下肢のむくみを主訴に来院した。２０年前に糖尿病と診断され、食事指導を受け

たことがある。２年前の健康診断で尿糖と尿蛋白を指摘された。６か月前より両下肢のむくみを自

覚していた。身長168ｃｍ、体重78ｋｇ･脈拍76／分、整。血圧154/９２ｍｍＨｇ・尿所見:蛋白３＋、

糖十、潜血（＝)、沈溢に異常はない。血清生化学所見：総蛋白５８９/ｄｊ、アルブミン２８９/d/、尿

素窒素２８ｍｇ/dJ、クレアチニン１．３ｍｇ/d/、空腹時血糖１３５ｍｇ/dﾉ、ＨｂＡ１ｃ７､7％（基準4.3-58)。

腎生検ＰＡＭ染色標本（400倍）を示す。 適切な手術法はどれか。

ａ陣空腸吻合術

ｂ膝頭十二指腸切除術

ｃ経皮経肝胆道ドレナージ術

ｄ胆嚢・胆管切除、胆道再建術

ｅ総胆管切開、Ｔチューブドレナージ術

ＥＲＣＰ

行うべき治療はどれか。２つ選べ。

ａ高蛋白食

ｂ免疫抑制薬投与

ｃ血糖コントロール

ｄ副腎皮質ステロイド薬投与

ｅアンジオテンシン受容体桔抗薬投与

５６日齢２８の男児。新生児期からの黄痘が消失せずに来院した。出生体重2,9009、母乳栄斐、経過

中に発熱はなくﾛ甫乳は良好であった。体重42009、肝臓を２ｃｍ触知し、弾性軟、辺縁はやや鈍･

牌臓は触知しなかった。便のビリルビン反応は陽性。赤血球４８０万、Ｈｂｌ２４ｇ/d/、網赤血球１％

（基準0.3～2.0％)、血液像に赤芽球は認めない。総ピリルピン5.8ｍｇ/dノ（基準03～1.2)、直接ビ

リルピン4.9ｍｇ/dJ（基準0.4以下)、ＡＳＴ80単位（基準４０以下)、ＡＬＴ70単位（基準３５以下)。

最も考えられる診断はどれか。

ａ母乳‘性黄痘

ｂ新生児肝炎

ｃ胆道閉鎖症

．原発性胆汁性肝硬変

ｅ遺伝性球状赤血球症

『

ｌ
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－２０９－２０－

腎生検ＰＡＭ染色標本

５４２８歳の男性。１週間前から昨日まで東南アジアに旅行した。現地ではよく蚊にさされた。帰国

後より突然の３８℃以上の発熱が出現した。その後全身倦怠感、頭痛、全身痛、関節痛が出現した

ため来院した。身長172ｃｍ、体重65kg・意識清明。体温38.5℃、呼吸回数２０回／分。脈拍９６回

／分整、血圧１１２/７４ｍｍＨｇ･口腔内乾燥と皮膚ツルゴール低下があり、顔面紅潮と結膜充血、体

幹から胸部・四肢にかけて発疹を認めた。出血斑は認めない。

血液検査所見：白血球2,600,Ｈｂ１４．６９/dﾉ、血小板９．４万、総蛋白７．６９/dZ、アルブミン３５

９/dﾉ、肝機能正常、腎機能正常であった。

行うべき初期対応はどれか。３つ選べ。

ａ輪液

ｂアセトアミノフェンの投与

ｃ広域ペニシリンの投与

ｄクロロキンの投与

ｅ分離・同定による病原体の検出

－２０９－１９－
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鼻出血も繰り返すようになったため受診した。５７１２歳の女児。腹痛を主訴に来院。この患者の①T2強調MRI画像と②外陰部の写真を示す。

最初に行う処置として適切なのはどれか。

ａ涜腸

ｂ大腸鏡

ｃ勝耽鏡

ｄ処女膜切開

ｅ子宮頚部円錐切除術

５９７８歳の男性。ｌか月前から左頬部の皿脹を認め、

副鼻腔ｃＴを示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ上顎洞癌

ｂ鼻前庭嚢胞

ｃ歯性上顎洞炎

ｄ副鼻腔真菌症

ｅ術後性上顎嚢胞

ア

－２０９－２１－

弾
,熱‘リ＃

l'「

ｲﾉﾊ

副鼻腔ＣＴ

ｆロ昭

織
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Ｉ同ＦﾛＰｂ

６０２０歳の男性。１週間前から両眼が充血し、眼脂が多いことを主訴に来院した。眼球結膜、眼険

結膜とも充血し、眼臓結膜には猫胞を認める。検査中も黄白色の粘性の眼脂を認める。眼脂の塗

抹May-Giemsa染色標本を示す。

F」

：

『

塗抹May-Giemsa染色標本

－２０９－２２－

副鼻腔ＣＴ

最も考えられるのはどれか。

ａアレルギー性結膜炎

ｂウイルス性結膜炎

ｃクラミジア結膜炎

ｄ細菌性結膜炎

ｅ真菌’性結膜炎

豪

／〆

①Ｔ２強調ＭＲＩ画像 ②外陰部の写真

５８中学１年の男児。不登校を主訴に精神科外来を受診。小学校低学年の頃から国語や算数などの

学習習得が全般的に困難で、小学６年で掛け算の九九をようやく覚えた。小学２年の頃から授業

中の落ち着きのなさが目立ってきた｡休み時間はクラスメートと仲良く遊んでいた。中学校に進み、

忙しい生活に追いつけず学校を休むようになった。

診断はどれか。

ａ学習障害

ｂ適応障害

ｃ広汎性発達障害

ｄ精神遅滞（知的障害）

ｅ注意欠陥多動性障害

、
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６２２１歳の男性。心雑音を指摘されていたが、精密検査を受けていなかった。２週間前から３８℃以

上の発熱が持続していた。突然の右片麻嘩と失語を認め､救急搬送された。来院時､脈拍１００回/分、

血圧100/７０mmHg、体温38.4℃、経皮的動脈血酸素飽和度（SpO2）９６％（roomair）であった。

来院時の心エコー図所見を示す。

直ちに行うべき処置を選べ。

ａ緊急手術

ｂ血液培養

ｃ解熱剤の投与

．ヘパリンの投与

ｅ抗生剤の静脈内投与

６１４８歳の男性。健診で肝障害を指摘され来院した。自覚症状はない。２０年前に交通外傷にて輸血

を受けている。

飲酒歴：ビール３５０ｍｊ/日、約１０年。身長１７０ｃｍ，体重６３ｋｇ･眼球結膜に黄恒なし、眼臓結

膜に貧血なし。胸部所見に異常なし。肝を正中線上で１横指触知する。牌腫なし。腹水なし。下

肢に浮腫なし。血液所見：赤血球450万、白血球４‘700、血小板１５万。血液生化学所見：血清ア

ルブミン４．０９/dJ、総ビリルビン１．０ｍｇ/dJ、ＡＳＴ３５１Ｕ/j、ＡＬＴ４０ＩＵ/ﾉ、ＡＬＰ３４０１Ｕ/Ｉ（基準

値350以下)、γ-GTP801U/ノ（基準値70以下)、ＩｇＧ1,500ｍｇ/dノ（基準値1,600以下)、ＡＦＰ５

ｎｇ/dｊ（基準値20以下)、IgG-HA抗体（+)、ＨＢＳ抗原（－)、ＩＢＳ抗体（+)、ＨＣＶ抗体（+)。血

中ＨＣＶウイルスの遺伝子型は２型（セログループ２型）で定量すると低ウイルス量であった。肝

臓の超音波所見では著変を認めなかった。

肝生検組織所見を示す。

治療方針として正しいのはどれか。２つ選べ。

Ｌ■

Ｔ

ご遥謹婁冒鋳沓ａ経過観察

ｂエンテカビル投与

ｃインターフェロン治療

ｄ副腎皮質ステロイド投与

ｅ特殊組成アミノ酸製剤投与

蕊謬濠彊

－２０９－２３－
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肝生検組織所見

心エコー図所見心エコー図所見

－２０９－２４－
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６４５２歳の男性。６か月前に会社の健康診断で白血球増加を指摘されたが放置していた。ｌか月前

より上腹部違和感が出現、改善しないため来院した。体温36.4℃・脈拍85/分、整。血圧127/７８

mmHg・表在リンパ節は触知しない。心音と呼吸音とに異常を認めない。左肋骨弓下に牌臓を６

ｃｍ触知する。血液所見：赤血球380万、ＨｂｌＯ８ｇ/dﾉ、Ｈt３３％、白血球56,000、血小板47万。

血清生化学所見：総蛋白７．２９/ｄｊ、アルブミン４．０９/dZ、尿素窒素１６ｍｇ/dI，クレアチニン０．７

ｍｇ/dJ，尿酸8.6ｍｇ/ｄＩ、総コレステロール１５６ｍｇ/dﾉ、総ピリルピン１．０ｍｇ/dﾉ、ＡＳＴ４８１Ｕ，

ALT321U、LDH4201U/Z（基準176～353)、ＦＤＰ９ｌｕｇ/ｍＪ（基準10以下)、ＣＲＰ0.8ｍｇ/ｄｊ。精

５５歳の男性。５０歳頃からふらつきが出現。症状は進行性であり、

こな便秘、動作緩慢などの症状が出現している。脳MRI所見を示す。

この症例について正しいのはどれか。

6３ 経過中に起方‘畔低巾序、がん

g§
１８

ａ南日本に多い。

ｂ多くは遺伝性である。

cL-dopa製剤の効果は乏しい。

ｄステロイド療法が有効である。

ｅ血清セルロプラスミンが低値である。 査のため骨髄検査を施行した。図に骨髄染色体検査の核型を示す。

この疾患について適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ全トランス型レチノイン酸が有効である。

ｂチロシンキナーゼ阻害薬が有効である。

ｃ血清ビタミンＢ１２は増加することが多い。

ｄ播種性血管内凝固を合併することが多い。

ｅＡＭＬ－ＥＴＯ融合遺伝子が形成されている。
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６６７２歳の男性。３日前から急激に口渇を自覚するようになり、排尿回数も増えたため来院した。

夜間も排尿と口渇のため３～４回目が覚める｡身長168ｃｍ､体重56ｋｇ･体温37.1℃･脈拍110/分､整。

imFF116/72mmHg･意識は清明｡口腔粘膜は乾燥している｡尿所見:比重く1.005(基準1.010～1.030)、

蛋白（±)、糖（一)、潜血（一)、ケトン体（－)。血液所見：白血球4200、赤血球530万、ヘモ

グロビン１４２９/dj、ヘマトクリット４９％、血小板29万。総蛋白８．２９/dJ、アルブミン４．８９/ｄＩ、

ＡＳＴｌ２１Ｕ/ｄｊ、ＡＬＴ２６１Ｕ/ｄｊ、LD2521U/ノ（基準180～230)、血糖値（随時）１１４ｍｇ/dJ、ＢＵＮ

４０ｍｇ/ｄＩ、クレアチニン１．２４ｍｇ/dZ、Ｎａｌ４９ｍＥｑ/Z、Ｋ３．９mEq/J、Ｃｌｌｌ４ｍＥｑ/J、浸透圧２９８

ｍＯｓｍ/kｇ・Ｈ２０（基準276～292)、ＣＲＰＯ８２ｍｇ/dノ（基準0.3以下)。

本症例の診断に有用な検査はどれか。

ａフロセミド立位試,験

ｂ高張食塩水負荷試験

ｃ経口ブドウ糖負荷試験

．デキサメサゾン抑制試験

eEllsworth-Howard試験

６５５２歳の男性。起床時熟睡感の欠如と日中の眠気を主訴に来院した。職場でも居眠りが多く、い

らいらしやすくなったと感じている。妻によると３年前から睡眠中のいびきがひどくなり、最近

ではしばしば呼吸が止まった状態になるという。身長168ｃｍ、体重６３ｋｇ・視診上、扇桃肥大や

軟口蓋低位、二重顎はないが、小顎症であった。抑うつ気分や不安感はなく、入眠障害や早朝覚

醒あるいは夜間に足がむずむずする違和感はない。心電図検査にて明らかな異常を認めず、血中

ＢＮＰの値も正常範囲内であった。夜間睡眠時ポリグラフの結果を示す。

本疾患について正しいのはどれか。

ａ側臥位での睡眠が推奨される。

ｂ枕を高くすることが推奨される。

ｃ心不全の治療が有用である。

ｄ在宅酸素療法が有用である。

ｅ口蓋垂口蓋咽頭形成術が有用である。

昨FF,〆､-←－へw〆へ～
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６７６５歳の女性。全身倦怠感を主訴に来院した。３週間前より微熱と倦怠感を自覚し、市販の総合

感冒薬を内服していたが、症状の改善はなかった。体温37.4℃。脈拍８６／分、整。血圧146/９０

ｍｍＨｇ･意識清明､両下腿に浮腫を認めた。尿所見:蛋白２＋､潜血３＋､沈澄:赤血球3040/l視野、

白血球8-10/1視野、順粒円柱陽性、赤血球円柱陽性。血液生化学所見：総蛋白６．４９/dj，アルブ

ミン３．０９/dJ、尿素窒素３８ｍｇ/dﾉ、クレアチニン３．２ｍｇ/dZo腎生検PAS染色標本（400倍）を示

す。蛍光抗体法では免疫グロブリン、補体の局在を認めなかった。
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す。蛍光抗体法では免疫グロブリ

この患者に見られるのはどれか。

ａＡＳＯ高値

ｂ尿蛋白高選択性

ｃ抗dsDNA抗体上昇

ｄ抗好中球細胞質抗体陽性

ｅ抗糸球体基底膜抗体陽性

【・I：ロ
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腎生検ＰＡＳ染色標本

111：いびき音馳：ETco21lj．：気流･1＄：胸郭運動flS.：腹壁運動イI6ISpO2

夜間睡眠時ポリグラフの結果
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６９４８歳の男性。数日間にわたり寛解と増悪を繰り返すイチゴゼリー状の粘血便を主訴に当院を受

診した。大腸内視鏡ではＳ状結腸から直腸にかけてアフタ性の嘩燭と粘膜浮腫、潰傷を認めた。腹

部ＣＴ検査では、右葉に限局した円形から楕円形の腫癌陰影を多数認めた。既往歴に特記すべきこ

とはないが、東南アジアへの渡航歴が数回ある。内視鏡像と腹部ＣＴ像を示す。

この疾患について正しいのはどれか。３つ選べ。

ａＨＩＶの合併がよくみられる。

ｂ血清抗体価の陽性率は９５％以上である。

ｃ内視鏡による直腸粘膜の生検診断の有用性が高い。

ｄ治療は大腸切除および肝右葉切除が第一選択である。

ｅ保存的治療は無効であり適応とはならない。

「
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７０生後０日の新生児。在胎39週出生、出生直後で自発呼吸が微弱で筋緊張低下あり、脈拍120/分、

明らかな外表奇形は認めない。

直ちに行う処置で不適切なのはどれか。

ａ保温

ｂ体位保持

ｃ胸骨圧迫

ｄ皮層の刺激

ｅ口腔内吸引

６８２８歳の女性。動惇、頭痛、呼吸困難を訴え来院した。６年前よりRaynaud現象、手指の腫脹、関

節痛を認め近医で非ステロイド性抗炎症薬を処方されていた。半年前から労作時の息切れを自覚し

ている。意識清明。身長162ｃｍ、体重５２ｋｇ。体温36.2℃・脈拍72回／分。血圧112/６８mmHg･

頚動脈怒張はない。Ⅱ音の冗進を認め､而下肺野にEnecrackIesを聴取する｡血液所見:赤血球432万、

Hbl34g/dJ、白血球7,800（好中球80％、リンパ球15％、単球５％)、血小板28.7万。免疫学所見：

抗核抗体2,560倍（基準４０倍未満)、抗ＤＮＡ抗体陽性、抗RNP抗体陽性、ＣＨ５０３６Ｕ/ｍｊ（基準

25-45）

この疾患で予想される合併症はどれか。３つ選べ。

ａ悪性腫傷

ｂ問質性肺炎

ｃ大動脈炎症候群

ｄ肺高血圧

ｅ無菌』性髄膜炎

７１２８歳の１経妊ｌ経産婦。現在１８週２日。第１子（５歳）の通う保育園で、インフルエンザが流

行している。家族内に雁患者はいない。

正しいのはどれか。

ａ母体の抗体は、胎児に移行しない。

ｂインフルエンザワクチンは生ワクチンである。

ｃ抗インフルエンザウイルス薬の催奇形性は強い。

ｄ妊娠全期間を通じ、インフルエンザワクチンの接種は可能である。

ｅ妊娠中インフルエンザに雁患しても、非妊時より心肺機能は悪化しにくい。

－２０９－２９－
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内視鏡像
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７３６５歳の女性。関節リウマチの診断で他院に通院中であった。メトトレキサー卜と生物学製剤に

よる治療を行っていたが、右手関節の腫脹と嬉痛は改善しなかった。３週間前から小指の伸展が

困難となり、１週間前から環指の伸展が困難となったため受診した。受診時の手指伸展時の外観と、

手関節単純エックス線像を示す。

この症例で最も考えられる病態はどれか。２つ選べ。

７２６２歳の女性。lか月前から右足第１鉦の皮間潰蛎が出現。自宅にて処置を行っていたが治癒傾

向を認めなかった。５日前より右足の腫脹と嬉痛が出現。２日前より腫脹が下腿へ拡大したため

受診。既往に糖尿病を認める。受診時の写真を示す。ＣＴ検査にて足底脳膜内にガス像を認めた。

適切でないのはどれか。２つ選べ。

ａ減張切開

ｂ高圧酸素療法

ｃ嫌気性菌培韮

ｄクリンダマイシンの投与

ｅバンコマイシン塩酸塩の投与

息

後骨間神経麻揮

総伸筋健断裂

脳梗塞

脳出血

固有小指伸筋健断裂

ａ

〕
Ｃ
ｄ
ｅ

受診時の写真ａ

受診時の手指伸展時の外観

■

〆
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手関節単純エックス線像
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’、脳

欝？ 需当
７４２６歳の女性。自殺目的でイミプラミンの２５ｍｇ錠を６０錠、フルニトラゼパムの２ｍｇ錠を４０

錠服用したところを夫に発見され、およそ40分後に救急搬送された。

この患者の消化管除染法として館一選択はどれか。

ａ催吐

ｂ胃洗浄

ｃ腸洗浄

．下剤の投与

ｅ活性炭の投与

鋤

受診時の写真ｂ
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７７５３歳の女性。３か月前食事の後に、胸に食事がつかえる感じがあった。その後も違和感が続い

たため、ｌか月後内科受診。血液検査、胸部ＣＴ検査など施行したが異常はなかった。しかし症

状が続いたため、別の医療機関を３件受診。同様に検査をされるも、異常は見いだされなかった。

このことに納得がいかないとのことで、精神科を受診。「異常が発見できなかったのは検査の仕方

が悪いから」「ガンがあることが心配」と訴えている。

正しい対応はどれか。

ａ試験的開胸術を行う。

ｂステロイドを投与する｡

ｃ抗てんかん薬を投与する。

ｄさらに詳細な検査をする。

ｅ家族同席の診察の同意を得る。

７５１８歳の女子。やせを心配した母親と来院した。１５歳の頃に友人に太っていると言われてから気

に病んでいた。半年前から食事の量が減り、現在までに体重が15kg減少した。患者は活動的で

あり、まだ自分は太り過ぎていると考えている。４か月前からは月経がない。身長162ｃｍ，体

重３４kg。

この疾患でみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ多汗

ｂ多毛

ｃ徐脈

．低アルブミン血症

ｅ高プロラクチン血症

７６２歳の男児。単心室と診断され、lか月、

２歳時の血管造影を示す。

誤っているのはどれか。

ａ下大静脈造影である。

ｂ肺血管抵抗は低い。

ｃ上大静脈圧と下大静脈圧は等しい。

ｄ上大静脈圧と肺動脈圧は等しい。

ｅ下大静脈圧と右房圧は等しい。

4か月、１歳４か月時に計３回の心臓手術を受けた。
７８７０歳の女性。２か月前より痕捧を伴う紅斑が全身に出現した。副腎皮質ステロイド薬を外用し

ていたが改善せず、１週前より紅斑上に緊満性の水庖が多発してきたため来院。紅斑部の皮脂病

理組織学的所見は、真皮乳頭層の著明な浮腫と多数の好酸球浸潤を伴う謬出性紅斑の像を呈した。

臨床写真を示す。

この疾患で正しいのはどれか。

aHHV-6抗体価の上昇が認められる。

bTzanck試験で疎融解細胞を認める。

ｃ最少紅斑量は健常人より低値となる。

ｄ薬剤リンパ球刺激試験が陽性になる。

ｅ表皮基底膜部にIgGの沈薪を認める。

２歳時の血管造影
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７９４１歳の女性。１年前より３か月に１回程度の頻度で耳閉塞感を自覚していた。３か月前にその

症状に加えて３０分程度持続する回転性めまいを認めた。本日朝から耳閉塞感を感じていたが、昼

より耳閉塞感に加え、聴力が低下し、午後４時頃回転性めまいを認めたため、救急外来を受診した。

この疾患の特徴で正しいのはどれか。

ａ純回旋性眼振を認める。

ｂリクルートメント現象陽性の聴力障害である。

ｃ長期的には、めまい、聴力障害の予後はよい。

ｄ聴力低下は、病初期から中高音部の障害である。

ｅ強い回転性めまいは、連続して２日以上続くことが多い。

８２４２歳の女性。事務員として勤務している。２か月前から頭痛と四肢のしびれ感が頻繁に起きる

ようになり、頭痛が我慢できないときには市販の鎮痛薬を服用するが、効いた気がしない。夜の

睡眠も次第に浅くなり、最近は早朝に目が覚めてしまうことが多い。食欲もなくなり、体重も５

ｋｇ減った。仕事のミスも増え、家事も以前ほどできなくなった。総合病院内科で精査した結果、

身体的異常所見は認められなかった。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ感情調整薬

ｂビタミンＢ１２

ｃメチルフェニデート

ｄベンゾジアゼピン系抗不安薬

ｅ選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI）８０７８歳の男性。右眼の視力低下を主訴に来院した。細隙灯顕微鏡検査を施行し、組織の混濁の程

度から手術適応と判断した。前眼部を示す。

術前検査に必要な検査項目はどれか。２つ選べ。

ａ眼軸長

８３３８歳の男性。１週間前より咽頭痛と発熱を認めていた。市販の風邪薬を飲んでいたが、３日前

から癌痛が増強し頚部の腫脹を認めるようになった。食事摂取が不能になり呼吸困雄感も出現し

たため来院した。体温38.4℃。白血球18,900．ＣＲＰ１３．６（ｍg/dD。頚部ＣＴ造影写真を示す。

治療はどれか。２つ選べ。
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前眼部

ａ切開排膿

ｂ頚部郭清

ｃ気管切開

ｄ抗腫傷薬

ｅ放射線治療

－２０９－３５－

二蹟

頚部CT造影写真

８１７歳の男児。右耳下部位の腫脹と圧痛があり受診した。耳介下と下顎部の間に大きさ３×５ｃｍ

大の腫癌があり、触れるとやわらかく皮府に発赤はない。体温37.5度、咽頭発赤なし。馬桃腺腫

大なし、発赤なし。腫痛に沿って数個のリンパ節が触れる。血清アミラーゼ3801U/ノ（基準３７～

160）ＣＲＰ１．５ｍｇ/dﾉ、ムンプスウイルスＩｇＭ抗体陽性。

この疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ成人は催患しない。

ｂ脳症の発症が見られる。

ｃ抗ウイルス薬が有効である。

ｄ顎下腺の腫脹を伴うことがある。

ｅ病変部の周囲は化膿して治癒する。

－２０９．３６－


